
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
　被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
　被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標となる目標物を表示する表示手段と、
　重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間及び重心位置が一定時間ある範囲内
に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測定手段と、
　前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測定された
移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標を演算す
る演算手段とを

運動能力の評価が可能な重心検出装置。
【請求項２】
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備え、
　前記演算手段は、更に、被験者の身体情報と測定された制御時間から被験者の平衡性に
関する指標も演算することを特徴とする

　被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
　被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
　被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標となる目標物を表示する表示手段と、
　重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間及び重心位置が一定時間ある範囲内
に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測定手段と、
　前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測定された
移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標を演算す



　前記演算手段は、更に 被験者の身体情報と測定された移動時間から被験者の俊敏性に
関する指標も演算する 運動能力の評価が可能な重心検出装置。
【請求項３】

被験者の身体情報と測定された制御時間から被験者の平衡性に関す
る指標も演算する 運動能力の評価が可能な重心検出装置。
【請求項４】
　被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
　被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
　被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標となる目標物を表示する表示手段と、
　重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間を測定する移動時間測定手段と、
　前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記移動時間測定手段により測定さ
れた移動時間から被験者の俊敏性に関する指標を演算する演算手段とを備える運動能力の
評価が可能な重心検出装置。
【請求項５】
　被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
　被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
　被験者の重心位置と、重心位置を一定範囲内に留まらせる目標となる目標物を表示する
表示手段と、
　重心位置が一定時間、前記目標物内に留まり続けるまでの制御時間を測定する制御時間
測定手段と、
　前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記制御時間測定手段により測定さ
れた制御時間から被験者の平衡性に関する指標を演算する演算手段とを備える運動能力の
評価が可能な重心検出装置。
【請求項６】
　前記入力手段から入力され演算手段において演算に用いられる身体情報は、身長、体重
、年齢、性別、運動レベルによる分類である請求項１から５のいずれか１項に記載の運動
能力の評価が可能な重心検出装置。
【請求項７】
　前記入力手段から入力され演算手段において演算に用いられる身体情報は、体重、年齢
、性別である請求項１から５のいずれか１項に記載の運動能力の評価が可能な重心検出装
置。
【請求項８】
　更に被験者の体重値を測定する体重測定手段を備え、前記入力手段から入力される被験
者の体重値の代わりに、測定された体重値を前記演算手段における演算に用いることを特
徴とする請求項６または７に記載の運動能力の評価が可能な重心検出装置。
【請求項９】
　前記体重測定手段と重心位置検出手段は同一であることを特徴とする請求項８に記載の
運動能力の評価が可能な重心検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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る演算手段とを備え、
、

ことを特徴とする

　被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
　被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
　被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標となる目標物を表示する表示手段と、
　重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間及び重心位置が一定時間ある範囲内
に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測定手段と、
　前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測定された
移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標を演算す
る演算手段とを備え、
　前記演算手段は、更に、被験者の身体情報と測定された移動時間から被験者の俊敏性に
関する指標も演算し、

ことを特徴とする



【発明の属する技術分野】
本発明は、被験者の重心の移動・ふらつきを測定することで運動能力を評価する装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、運動の基礎となる体力を機能的・客観的に評価する方法としては、体力診断テスト
が一般的に行われている。これは、実際に身体を動かす複数のテストを行い、俊敏性・瞬
発力・筋力・全身持久力・柔軟性といった項目を評価する。
【０００３】
この体力診断テストの測定種目としては、図１に示すように７項目からなり、各種目の成
績を５段階で判定し、その総得点により、図２に示すようにＡ～Ｅの総合判定を年齢別に
行っている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
体力診断テストは、集団行動を行う学校等で行われるが、複数のテスト項目を測定する必
要があり、総合判定を行うためには多大な測定時間を必要とした。そのため、体力診断テ
ストは頻繁に行われるものではなく、例えば、年に一度行う程度であった。このような状
況により、テスト時の体調不良による低得点であっても、再度テストが行われることは殆
どなく、その評価を長く使用されてしまう。
【０００５】
またそれらのテスト項目は、時間や回数、長さ等を測定するため、基本的には被験者の他
に測定者を必要とするものであり、個人で行うことは難しかった。また、テスト項目毎に
測定器具を必要としたり、測定を行う広いスペースも必要であった。
【０００６】
ところで、特開平１１－９５７４号公報には、被験者の重心位置の測定を行い、運動機能
を評価する運動機能検査装置について記載されているが、具体的な判定方法については一
切明記されておらず、実際にどのような評価が行われるかは全く不明である。
【０００７】
本発明はこれらの問題点に鑑みてなされたものであり、一般的に体力を評価する方法とし
て確立している体力診断テストと同様の判定を簡単に行うことであり、その測定可能な装
置を提供することである。
【０００８】
また、俊敏性、平衡性といった運動能力に関しても、簡単に測定可能な装置を提供するこ
とでもある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の重心検出装置は、被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、被験者の
重心位置を検出する重心位置検出手段と、被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標
となる目標物を表示する表示手段と、重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間
及び重心位置が一定時間ある範囲内に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測定手
段と、前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測定さ
れた移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標を演
算する演算手段とを

【００１０】
　また本発明の重心検出装置
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備え、前記演算手段は、更に、被験者の身体情報と測定された制御時
間から被験者の平衡性に関する指標も演算する。

は、被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、被験
者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、被験者の重心位置と、重心位置を移動する
目標となる目標物を表示する表示手段と、重心位置が目標物まで移動するのに要する移動
時間及び重心位置が一定時間ある範囲内に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測
定手段と、前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測



前記演算手段は、更に 被験者の身体情報と測定された移
動時間から被験者の俊敏性に関する指標も演算する。
【００１１】
　また本発明の重心検出装置

被験者の身体情報と測定された制御時
間から被験者の平衡性に関する指標も演算する。
【００１２】
また本発明の重心検出装置は、被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
被験者の重心位置と、重心位置を移動する目標となる目標物を表示する表示手段と、
重心位置が目標物まで移動するのに要する移動時間を測定する移動時間測定手段と、
前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記移動時間測定手段により測定され
た移動時間から被験者の俊敏性に関する指標を演算する演算手段とを備える。
【００１３】
また本発明の重心検出装置は、被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、
被験者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、
被験者の重心位置と、重心位置を一定範囲内に留まらせる目標となる目標物を表示する表
示手段と、
重心位置が一定時間、前記目標物内に留まり続けるまでの制御時間を測定する制御時間測
定手段と、
前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記制御時間測定手段により測定され
た制御時間から被験者の平衡性に関する指標を演算する演算手段とを備える。
【００１４】
また本発明の重心検出装置では、前記入力手段から入力され演算手段において演算に用い
られる身体情報は、身長、体重、年齢、性別、運動レベルによる分類である。
【００１５】
また本発明の重心検出装置では、前記入力手段から入力され演算手段において演算に用い
られる身体情報は、体重、年齢、性別である。
【００１６】
また本発明の重心検出装置では、更に被験者の体重値を測定する体重測定手段を備え、前
記入力手段から入力される被験者の体重値の代わりに、測定された体重値を前記演算手段
における演算に用いることとする。
【００１７】
また本発明の重心検出装置では、前記体重測定手段と重心位置検出手段は同一であること
とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
本発明者は、体力診断テストの測定を行うと共に、被験者の重心位置を検出可能な重心検
出装置を用いて、モニターに標的（上下左右に円を表示する）が写し出されてから自分の
重心を移動するまでの時間（移動時間）及び標的に一定時間重心を保持する時間（制御時
間）を測定した。尚、これらの測定は、疲労具合を考慮して重心検出装置での測定を先に
行い、その後体力診断テストを行った。
【００１９】
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定された移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標
を演算する演算手段とを備え、 、

は、被験者の身体に関する情報を入力する入力手段と、被験
者の重心位置を検出する重心位置検出手段と、被験者の重心位置と、重心位置を移動する
目標となる目標物を表示する表示手段と、重心位置が目標物まで移動するのに要する移動
時間及び重心位置が一定時間ある範囲内に留まり続けるまでの制御時間を測定する時間測
定手段と、前記入力手段から入力された被験者の身体情報と、前記時間測定手段により測
定された移動時間と制御時間から体力診断テストに基づく被験者の運動能力に関する指標
を演算する演算手段とを備え、前記演算手段は、更に、被験者の身体情報と測定された移
動時間から被験者の俊敏性に関する指標も演算し、



図３はそれらの測定方法により得られた結果を得点化し、グラフで示したものである。横
軸は重心検出装置を用いて算出した得点、縦軸は体力診断テストにおける得点であり、男
性（Ｍ）と女性（Ｗ）を別々に示した。重心検出装置を用いて算出した得点は、２つの演
算式から算出した場合で表している。
【００２０】
図３（ａ），（ｂ）の場合には、得点（Ｐｏｉｎｔ）演算式として年齢（Ａｇｅ）、身長
（Ｈ）、体重（Ｗ）、測定時間（Ｔ）、分類（Ｔｙｐｅ）を用いて算出した。
【００２１】
＜回帰式１＞
Ｐｏｉｎｔ＝ａＡｇｅ＋ｂＨ＋ｃＷ＋ｄＴ＋ｅＴｙｐｅ＋ｆ
【００２２】
又、図３（ｃ），（ｄ）の場合には、得点演算式として年齢、体重、測定時間のみを用い
て算出した。
【００２３】
＜回帰式２＞
Ｐｏｉｎｔ＝ａ 'Ａｇｅ＋ｃ 'Ｗ＋ｄ 'Ｔ＋ｆ '
（ａ，ａ '，ｂ，ｃ，ｃ '，ｄ，ｄ '，ｅ，ｆ，ｆ 'は係数）
【００２４】
回帰式１は、パラメータとして被験者の年齢、身長（ｃｍ）、体重（ｋｇ）、測定された
時間（ｓ）及び分類から求めている。ここで分類とは、日頃から運動を行っているか否か
の違いを表し、日頃から運動を行っているアスリートと、あまり運動を行っていない非ア
スリートでは異なる値が適用される。また測定された時間とは、移動時間と制御時間の両
方を加算した全体時間である。
【００２５】
また回帰式２はパラメータとして被験者の年齢、体重、測定された時間のみから算出して
いる。
【００２６】
これらの式を用いて算出した重心検出装置による得点と、実際に体力診断テストを行って
得られた得点は、全て相関係数ｒが０．７以上と、どれも高い相関を示している。
【００２７】
また、重心を移動するまでの時間（移動時間）のみを前述の回帰式１及び回帰式２の測定
時間として用いて同様に演算したポイントと、俊敏性に関する運動を行った時の得点との
比較においても図４に示すように高い相関が見られた。尚、俊敏性に関する運動とは全身
反応時間、反復横跳び、アキュービジョンである。
【００２８】
更にまた、重心を保持する時間（制御時間）のみを前述の回帰式１及び回帰式２の測定時
間として用いて同様に演算したポイントと、平衡性に関する運動を行った時の得点との比
較においても図５に示すように高い相関が見られた。尚、平衡性に関する運動とは閉眼片
足立ち、平均台走行である。
【００２９】
動的制御では、標的（目標物）が現れたのに対して重心を移動させて、その間の時間を測
定する為に当然、素早い反応が必要であり、今回の方法でも俊敏性を評価できる。
【００３０】
一方、静的制御では、決められた範囲内に一定の時間安定姿勢を取らなければならない身
体平衡の維持が求められる。身体平衡の維持に働く系としては、視覚系、前庭・半規管系
、脊髄固有反射系、及びこれらの系を制御する中枢神経系が挙げられ、これらの機能を検
査する一つの手段として重心動揺検査が用いられている。
【００３１】
ところでトレーニングの分野では、静から動、動から静への連続した切替動作を行うこと
が非常に有効であると言われている。これは神経と筋肉の反応スピードが速まるだけでな
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く、そのベースになるボディバランスも良くなると言われる。静から動に移行する際に必
要な能力としては俊敏性、瞬発力が必要なのは勿論、体を素早く動かせる筋力が身体にど
の程度備わっているかが関与していると言われる。
【００３２】
一方、動から静に移行する際に必要な能力としては筋肉・関節が柔軟である柔軟性が関与
すると言われる。つまり身体が柔らかいことは、様々な体勢を取り易く、その維持も行い
易いためである。
【００３３】
またこれらの静から動、動から静への連続した切替動作にはある程度の持久力が必要とさ
れる。
【００３４】
このように、静から動、動から静の連続した切替動作には、俊敏性、瞬発力、筋力、柔軟
性、持久力といった様々な能力が関与しており、これらは図１に示した通り、体力診断テ
ストで行われている各テスト項目が判定している能力と一致するものである。つまり、動
から静、静から動への連続した切替動作と体力診断テストは密接な関係を有する。
【００３５】
従って、重心の動的な制御と静的な制御という両面の評価から、一般的に運動能力の評価
方法として採用されている体力診断テストに基づく判定を行うことは十分に可能であると
推測される。更に被験者の平衡性、俊敏性に関する能力の判定も可能である。
【００３６】
評価方法としては、年齢、性別といった個人の身体情報を入力することによって、年齢・
年代毎の比較や個人での変化を捉える。体力診断テストと同様に測定評価値をＡ～Ｅのレ
ベルで表す全体的な評価と、動的な評価と静的な評価を分けて評価することで、どちらの
制御が劣っていたかを知らせる。
【００３７】
【実施例】
本発明の一実施例を図面に基づいて説明する。
図６は本発明の重心検出装置の外観を示す外観図である。図４に示す通り、重心検出装置
１０は、重心位置検出台２０と、この重心位置検出台２０に電気ケーブル３０を介して接
続された制御ボックス４０とから構成されている。本実施例では、重心位置検出台２０と
制御ボックス４０とは通常の電気ケーブル３０を介して相互に接続されているが、例えば
赤外線や電磁波による無線通信を介して接続されても良い。
【００３８】
制御ボックス４０の前面には、電源スイッチ４１ａ、測定キー４１ｂ、アップキー４１ｃ
、ダウンキー４１ｄ、設定キー４１ｅといった一群の操作キー及び表示装置４２が設けら
れている。
【００３９】
図７は、図６に示した重心検出装置１０の機能構成を示すブロック図である。図７に示さ
れるように、重心位置検出台２０には、電流供給用電極２１ａ、２１ｂと、電流供給用電
極２１ａ、２１ｂに印加される高周波の微弱な定電流を生成するための高周波定電流回路
２３と、電圧測定用電極２２ａ、２２ｂと、電圧測定用電極２２ａ、２２ｂ間の電圧を測
定するための生体電気インピーダンス測定手段である電圧測定回路２４とが備えられてい
る。また、被判定者の荷重を測定することで、重心の中心位置を検出する重心位置検出手
段である体重測定装置２５は４つの荷重センサから成り、測定された体重をＡ／Ｄ変換す
るためのＡ／Ｄ変換器２８に繋がれている。４つの荷重センサは、重心位置検出台２０内
の四隅に設置されており、体重検出手段として被験者の体重を測定することが可能なのは
勿論、前述の通り被験者の重心位置も検知する。
【００４０】
　また、制御ボックス４０には、測定開始の指示やデータの入力等のための一群の操作キ
ー４１ａから４１ｅを含む入力手段であるデータ入力装置４１と、目標物や重心位置及び
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判定結果を表示するための表示手段である表示装置４２と、現在日時の管理や重心移動の
際にその時間を測定する時間測定手段である時計装置４３と、測定された移動時間や制御
時間等を記憶している記憶手段である記憶装置４４と、 入力装置４１によって入力
されたデータや測定時間等のデータに基づいて運動能力を判定する演算手段であり、記憶
装置４４への各種データの記憶や表示装置４２への各種データの表示を制御したりするた
めのＣＰＵ４５とが備えられている。
【００４１】
　本実施例では、各機能要素が上述のように重心 検出台２０と制御ボックス４０とに
分離されているが、本発明はこれに限られず、例えばＣＰＵ４５は制御ボックス４０では
なく重心 検出台２０に備えられていても良く、また、重心 検出台２０と制御ボッ
クス４０とが一体となった構成とされていても良い。
【００４２】
次に、上述したような実施例の重心検出装置１０の動作について詳述する。
図８は、本発明に係る体力診断テストに基づく運動能力を計測するための手順を示すフロ
ーチャートである。被判定者は電源スイッチ４１ａを押下して重心検出装置１０の電源を
オンにする（ステップＳ１）。
【００４３】
ここで被測定者が設定キー４１ｅを押下したならば、重心検出装置１０は設定モードに移
る（ステップＳ２）。
【００４４】
設定モードでは、被測定者の身体情報設定を行う。アップキー４１ｃ及びダウンキー４１
ｄを用いて表示装置４２に表示される身長、性別、年齢、分類を変更していく。ここで分
類とは、日頃から運動を行っているか否かに関する情報であり、アスリート系の体型かを
設定する。変更された値は、再度設定キー４１ｅを押下することで順次決定される（ステ
ップＳ３）。
【００４５】
被測定者が測定キー４１ｂを押下したならば、重心検出装置１０は測定モードとなってス
テップ５に移り、押下しなければ設定キー４１ｅを押下しているかを確認するステップＳ
２に戻る（ステップＳ４）。
【００４６】
ここで測定モードが始まる。被判定者が左足裏及び右足裏のつま先を電流供給用電極２１
ａ及び２１ｂにそれぞれ接触させ、また、左足裏及び右足裏のかかとを電圧測定用電極２
２ａ、２２ｂにそれぞれ接触させて、重心位置検出台２０に素足で乗ると、体重測定装置
２５は重量を検知して被判定者の体重の測定を開始する。これは重心位置検出台２０内の
四隅に設けられた４つの荷重センサを用いて体重を測定するが、各センサで得られた荷重
信号の合計が被判定者の体重値となる（ステップＳ５）。
【００４７】
続いて、高周波定電流回路２３によって生成された高周波の微弱な定電流が、電流供給用
電極２１ａ及び２１ｂを介して被判定者のつま先に印加され、被判定者の下腹部を含む両
足間に流される。そして、電圧測定回路２４によって電圧測定用電極２２ａ、２２ｂ間の
電圧が測定され、被験者の生体電気インピーダンスが測定される（ステップＳ６）。
【００４８】
　次に被験者の現在の重心位置を検出する。これは重心 検出台２０内の４つの荷重セ
ンサの出力差により検出することが可能である（ステップＳ７）。ここで検出された重心
位置の測定を行う時点の中心点とするため、この位置を中心点にセットする（ステップＳ
８）。
【００４９】
図９（ａ）に示すように表示装置４２には、測定を開始すること及び表示される円内に重
心位置を素早く移動させることを説明する表示が行われた後（ステップＳ９）、自分の重
心位置を示すプロットＰが表示される。このプロットＰは、重心位置の変化に応じて、前
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後左右に移動するものである。被験者は図１０に示すように、重心移動が行い易いような
体勢を取り測定の準備をする。一定時間経過後（ステップＳ１０）、図９（ｂ）に示すよ
うに円が現れる。この円は上下左右のいずれか一箇所にランダムに表示されるものであり
、この図９（ｂ）においては右側に円が表示された場合を示している。この円の表示と同
時に、時計装置４３は時間の計測を開始するため、円外タイマがスタートする（ステップ
Ｓ１１）。円外タイマとは、プロットＰが表示されている円の中に収まるまでの時間を計
るためのものである。
【００５０】
ここで被測定者は、表示された刺激に応じた方向に自身の重心を素早く移動させる。この
重心の移動を体重測定装置２５の４つの荷重センサにおいて検知する。つまり重心の移動
により、４つのセンサにおける検知信号に変化が生じる。例えば、右側に重心の移動を行
ったなら、右側に取り付けられている２つのセンサの方が、左側に取り付けられた２つの
センサよりも、大きな荷重を検出する。これらセンサの出力差を捉えることで、重心位置
を判断できる（ステップＳ１２）。
【００５１】
被験者は、円の方向に重心位置を移動させ、プロットＰが円内に納まるよう重心位置を調
整する。従って、荷重センサは重心位置の変化を逐次検出し、基準となる中心点からの変
化に応じて、プロットＰの表示位置を変化していく。
【００５２】
ここで検出された重心位置が表示された円内に入っているかを判定し（ステップＳ１３）
、入っている場合には円外タイマをストップし、その時間を記憶装置４４に記憶する。同
時に、円内タイマがスタートする（ステップＳ１４）。ここで円内タイマとは重心位置が
一定時間、円内に収まり続けるまでの時間を計るものである。ここでは１秒間、円内に留
まる時間を計り、一度でも円外に重心位置が出た場合には、タイマはリセットされ、再度
計り直される。従って、重心位置を逐次検出し（ステップＳ１５）、一秒間円内に重心位
置が収まっているかを判定する（ステップＳ１６）。円内に収まっている場合には、円内
タイマをストップし、記憶装置４４に時間を記憶する（ステップＳ１７）。
【００５３】
ここで、円の表示が４回行われたかを判定し、４回表示されるまではステップＳ１０に戻
り、円の表示及び測定が繰り返される（ステップＳ１８）。従って、ステップＳ１６にお
いて、一定時間、重心位置が円内に安定していれば、表示されている円は消え、次に重心
移動を行うべき次の円が表示装置４２内の別の個所に表示されることとなる。
【００５４】
この測定は３セット行われ（ステップＳ１９）、合計１２回分の円外タイムと円内タイム
が記録されることなる。
【００５５】
測定が終了すると、運動能力の算出が行われる（ステップＳ２０）。この演算は、体力診
断テストで行われる総合的な体力を意味する総合得点と共に、俊敏性及び平衡性に関する
得点が算出される。
【００５６】
得点（Ｐｏｉｎｔ）演算式としては年齢（Ａｇｅ）、身長（Ｈ）、体重（Ｗ）、測定時間
（Ｔ）、分類（Ｔｙｐｅ）を用いて算出する。
【００５７】
＜回帰式１＞
Ｐｏｉｎｔ＝ａＡｇｅ＋ｂＨ＋ｃＷ＋ｄＴ＋ｅＴｙｐｅ＋ｆ
【００５８】
又は年齢、体重、測定時間を用いて算出する。
【００５９】
＜回帰式２＞
Ｐｏｉｎｔ＝ａ 'Ａｇｅ＋ｃ 'Ｗ＋ｄ 'Ｔ＋ｆ '
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（ａ，ａ '，ｂ，ｃ，ｃ '，ｄ，ｄ '，ｅ，ｆ，ｆ 'は係数）
【００６０】
ここで総合得点を算出する場合には、測定時間として、円内時間と円外時間の合計時間が
用いられる。
【００６１】
俊敏性に関する得点の算出の場合には円外時間、平衡性に関する得点の算出の場合には円
内時間が用いられる。尚それぞれの値は、１２回分の平均値であり、また、算出する得点
項目により、回帰式の係数は異なるものである。また体重値はステップＳ５で測定された
値が用いられる。
【００６２】
また、ステップＳ６で測定された生体電気インピーダンス値から、被験者の体脂肪率も算
出する。この算出方法については既に公知の内容であるため、ここでは省略する。
【００６３】
結果表示として、測定された体重と体脂肪率が表示装置４２に表示された後、算出された
得点が図２に示すような年齢によって異なる判定表に基づき、ランク分けされ、図１１（
ａ）に示すように表示装置４２に表示される。ここでは体力全般を表す総合得点と平衡性
得点、俊敏性得点がどのランクであるか同時に表示する。図１１（ａ）の場合、被験者の
同年齢の人と比較して俊敏性は劣るが平衡性は良く、総合得点では平均的なランクになる
ことを示している。
【００６４】
また、過去に測定された得点がある場合には、前回との比較も行い、図１１（ｂ）に示す
ように表示装置４２に表示される。図１１（ｂ）の場合には、前回と比べ平衡性は俊敏性
は劣ってきたが、平衡性は良くなり、総合得点では変化していないことを示している（ス
テップＳ２１）。
【００６５】
表示は一定時間経過後、自動的に消去し、測定は終了する（ステップＳ２２）。
【００６６】
以上、本発明の実施例を述べたが、表示部に表示される図形は円に限ることなく、また表
示される位置も上下左右に限ることはない。
【００６７】
また、重心位置の安定を円内に一秒以上留まることで判定したが、この時間は変更可能で
あり、また、測定回数も適宜変更可能である。
【００６８】
また、体重測定装置によって測定された体重値を演算に使用する形態を示したが、体重値
も他の身体情報と同様に、入力手段から入力する形態とし、入力された体重値や他の身体
情報に基づいて、運動能力の評価を行う形態としてもよい。
【００６９】
【発明の効果】
本発明の請求項１に記載の重心検出装置であれば、与えられた目標物に対応して重心位置
を移動させた後、一定時間制御をさせ、その時間を測定し、測定された時間と入力された
身体情報とから演算を行うだけで、一般に体力を評価する方法として採用されている体力
診断テストと同様に、被験者の体力を判定することが可能である。従って、体力診断テス
トの変わりに、本発明の重心検出装置を用いて体力の判定を行えば、測定は簡単であり、
測定時間も短いものとなる。測定のために必要なスペースも僅かである。
【００７０】
【発明の効果】
　本発明の請求項 に記載の重心検出装置であれば、与えられた
目標物に対応して重心位置を移動させた後、一定時間制御をさせ、その時間を測定し、測
定された時間と入力された身体情報とから演算を行うだけで、一般に体力を評価する方法
として採用されている体力診断テストと同様に、被験者の体力を判定することが可能であ
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る。従って、体力診断テストの変わりに、本発明の重心検出装置を用いて体力の判定を行
えば、測定は簡単であり、測定時間も短いものとなる。測定のために必要なスペースも僅
かである。
【００７１】
また本発明の請求項２及び３に記載の重心検出装置であれば、体力診断テストにおける総
合評価を行うと同時に被験者の俊敏性及び平衡性に関しても簡単に評価することが可能で
ある。
【００７２】
　 体力診断テストにおける総合評価を行うと同時に被験者の俊敏性 平衡
性に関しても簡単に評価することが可能である。
【００７３】
また本発明の請求項５に記載の重心検出装置であれば、重心位置の制御時間を測定し、測
定された時間と被験者の身体情報とから演算を行うだけで、簡単に被験者の平衡性を評価
することが可能である。
【００７４】
また本発明の請求項６に記載の重心検出装置であれば、身長、体重、年齢、性別、運動レ
ベルという一般的に記憶している簡単な情報を演算に用いるので、身体情報の入力に悩む
こともなく、簡単に運動能力の評価を行うことができる。
【００７５】
また本発明の請求項７に記載の重心検出装置であれば、体重、年齢、性別という更に簡単
な情報を演算に用いるので、身体情報の入力に悩むこともなく、簡単に運動能力の評価を
行うことができる。
【００７６】
また本発明の請求項８に記載の重心検出装置であれば、体重測定手段を備え、測定された
体重値を演算に用いるので、一般的に変化が起こりやすい体重は正確な値が使用されるた
め、より正確に運動能力の評価を行うことが可能となる。
【００７７】
また本発明の請求項９に記載の重心検出装置であれば、体重測定手段と重心位置検出手段
が同一であるため、測定された体重値を演算に用いることで正確に運動能力の評価も行え
、装置も大型になることはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】体力診断テストの測定種目を示す表
【図２】体力診断テストにおける総得点の年齢別判定表
【図３】体力診断テストと重心測定装置での得点関係を示す図
【図４】俊敏性と重心測定装置での得点関係を示す図
【図５】平衡性と重心測定装置での得点関係を示す図
【図６】本発明の一実施例における重心測定装置の外観図
【図７】本発明の一実施例における重心測定装置のブロック図
【図８】本発明の一実施例における重心測定装置のフローチャート
【図９】本発明の一実施例における重心測定装置の測定表示を示す図
【図１０】本発明の一実施例における重心測定装置の測定状態を示す図
【図１１】本発明の一実施例における重心測定装置の結果表示を示す図
【符号の説明】
１０　重心検出装置
２０　重心位置検出台
２１ａ、２１ｂ　電流供給用電極
２２ａ、２２ｂ　電圧測定用電極
２３　高周波定電流回路
２４　電圧測定回路
２５　体重測定回路
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２８　Ａ／Ｄ変換器
３０　電気ケーブル
４０　制御ボックス
４１　データ入力装置
４１ａ　電源スイッチ
４１ｂ　測定キー
４１ｃ　アップキー
４１ｄ　ダウンキー
４１ｅ　設定キー
４２　表示装置
４３　時計装置
４４　記憶装置
４５　ＣＰＵ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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